
リンゴコカクモンハマキ予察灯・フェロモントラップ誘殺消長図

聖籠町真野 園芸研究センター 対象樹種：なし トラップ種類：粘着型・ＳＥ

 発生生態と防除のポイント
 年３～４回の発生で、幼虫で越冬する。

 薬剤散布時期及び回数は、越冬世代幼虫では４月中旬～５月上旬、１～２回、第１世代幼虫は６月中旬～７月
上旬、２回、第２世代幼虫は７月中旬～８月上旬、１～２回、第３世代幼虫は９月上旬～９月中旬、１～２回である。

 フェロモントラップの誘殺消長から散布適期が推定でき、第１世代幼虫では前世代成虫誘殺ピークの概ね２０日
後、第２世代は同１４日後、第３世代は同１０日後である。
 園地内のさつき、りんご等他樹木に発生がみられる場合は薬剤防除する。

調査地点：新潟市秋葉区覚路津 対象樹種：なし トラップ種類：粘着型・１Ｃ

調査地点：加茂市山島 対象樹種：なし トラップ種類：粘着型・１Ｃ

注１） 平年は、園芸研究センターは、２００９年～２０１６年及び２０１８年の平均、新潟市秋葉区覚路津と加茂市山島は２００９年～２０１８年の平均。
注２） グラフ横軸のローマ数字は調査月を表す。
注３） グラフ縦軸は誘殺頭数により自動調整されるため、調査地点毎に最大値が変わる可能性がある。

令和元年１０月１日新潟県病害虫防除所


